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主

な

ニ
ュ
ー

ス 〈はこふし〉PRキャラ
仮称：ししたん

２０２６

夏は こ ふ し

り
を
進
め
て
き
た
。
温
か
く
人
情

味
の
あ
る
市
民
性
な
ど
、
本
市
の

の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
佐
藤
実
市
議
会
議
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
福
島
県
副
知
事
や

国
会
議
員
な
ど
来
賓
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

・伊達市合併20周年記念式典開催

・デジタルサイネージで情報提供

・伊達東地区交流館を小・中・高校生に開放

・クリーンアップ作戦

・歴史の冒険者⑪

伊
達
市
合
併
20
周
年
記
念
式
典

が
6
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
伊
達
市
ふ
る
さ
と
会
館

を
会
場
に
、
市
民
や
県
内
外
の
関

係
者
約
４
６
０
人
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
、
出
席
者
は
20
年
の
歩
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の

市
勢
発
展
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

開
会
前
の
時
間
に
は
、
５
町
の

合
併
前
か
ら
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な

記
録
映
像
が
流
れ
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。

幕
が
上
が
る
と
勇
壮
な
霊
山
太

鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

全
員
で
伊
達
市
歌
を
斉
唱
後
、

須
田
博
行
市
長
が
登
壇
し
、

「
合
併
以
来
、
自
然
豊
か
な
環
境

と
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史
や
伝

統
を
継
承
し
、
５
町
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
・
文
化
・
産
業
を
大
切
に
し

な
が
ら
市
民
と
の
協
働
で
町
づ
く

冒頭、須田市長が式辞を述べました。

勇
壮
な
霊
山
太
鼓
で
開
幕

式典のオープニングを勇壮な霊山太鼓が飾り、出席者から大きな拍手が贈られました。

６
月
28
日
ふ
る
さ
と
会
館
に
市
民
が
集
い
節
目
の
年
を
祝
う

伊
達
市
合
併
20
周
年
記
念
式
典
開
催

伊達東
TOPICS

ホール満席の市民が20年の節目を祝いました。
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伊
達
総
合
支
所
の
南
側
の
花
壇
が
、
花
の

盛
り
を
迎
え
て
い
ま
す
。
6
月
、
県
の
「
沿

道
緑
化
事
業
」
か
ら
提
供
を
受
け
た
サ
ル
ビ

ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
な
で
し
こ
な
ど
約

1
，
２
５
０
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー

の
よ
う
に
開
花
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
今

の
見
ご
ろ
は
、
な
で
し
こ
で
す
。

お
い
で
の
際
は
眺
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
浦
氏
に
名
誉
市
民
表
彰

伊達総合支所

花壇が花盛り

三浦弥平は現在の伊達市梁

川町生まれ。1920年アント

ワープオリンピックのマラソ

ン競技に出場。福島県初のオ

リンピアンとなる。早稲田大

学卒業後、ドイツに留学し体

育学を修め、帰国後は郷里の

スポーツ振興に尽力した。

明治24年、伊達郡白根村

字木ノ田（現伊達市梁川町）

に生まれる。小さい頃は体が弱く休学を繰り返し、早稲

田大学入学時は２４歳だった。旧白石中（現宮城県白石

高校）から陸上競技を始め、早大時代は箱根駅伝等で活

躍を重ねた。大正９年のアントワープオリンピックのマ

ラソン選手に選抜され、福島県初のオリンピック選手と

なる。4年後のパリオリンピックにも連続出場した。 

ドイツに留学し、帰国後に早稲田大学の講師に請われ

るが固辞して帰郷。昭和４年、郷里の山林に「オリンピ

ック村」を建設し、青少年の体力づくり、健全育成に尽

力する。戦後も地域青年を集めてのマラソン大会や私設

保育所の開設、自宅を「白根体育公民館」として開放す

るなど、晩年まで地域スポーツの振興に尽力した。

昭和46年、８０歳で永眠。

 （参考：伊達市合併20周年記念式典 資料 / WikiPedia

    写真：アントワープ五輪時の三浦・WikiPedia / Gallica より）

名誉市民表彰

三浦 弥平 みうら やへい

の
三
浦
勇
三
氏
に
表
彰
状
と
記
念

の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

盾
を
手
に
三
浦
氏
は
、
生
前
の

弥
平
氏
の
人
柄
や
思
い
出
を
紹
介

し
な
が
ら
、
「
弥
平
氏
の
功
績
と

ふ
る
さ
と
と
ス
ポ
ー
ツ
に
か
け
た

志
と
情
熱
を
、
長
く
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
歌
手
の

大
島
花
子
さ
ん(

坂
本
九
さ
ん
長

女)

が
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
」
な
ど
名
曲
を
披
露
し
、

桃
陵
中
の
生
徒
た
ち
と
坂
本
九
の

記
念
式
典
で
は
、
伊
達
市
第
一

号
の
名
誉
市
民
と
し
て
、
梁
川
町

白
根
出
身
の
三
浦
弥
平
氏
を
表
彰

し
、
市
長
か
ら
弥
平
市
の
ご
親
族

歌
手
・
大
島
花
子
さ
ん
と

桃
陵
中
生
徒
が
合
唱

「
心
の
鐘
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
村
正
明
市
議
会
副

議
長
の
音
頭
で
全
員
で
万
歳
三
唱

を
行
い
、
参
加
者
の
大
き
な
拍
手

で
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

「心の鐘」は全国中学の合唱曲になっている

受賞は白根地区の喜び、と三浦さん

6
月
10
日
業
務
終
了
後
、

支
所
職
員
総
出
で
定
植
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両交流館ではWiFiを

活用し、最新の天気

予 報 ・ バ ス 到 着 予

定・ゴミ収集カレン

ダーも放映

地域のお祭りやイ
ベントを紹介する
ミニ動画も上映し
ています。

お立ちよりの際は
ぜひご覧ください。

ＪＲ伊達駅では、伊達市が駅内に開設している「駅なか

プラザ」に設置しています。（正面玄関の左側の部屋）

デジタルサイネージで情報提供
JR伊達駅、伊達中央・伊達東地区交流館、伊達総合支所で放映中

伊達中央交流館はロビー

の大型ディスプレイで

伊達総合支所は主に伊達

市からのお知らせを放映

伊達東地区交流館は玄

関スペースに設置

７
月
下
旬
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
伊
達
駅

な
ど
伊
達
地
区
の
４
施
設
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
放

映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
お
知
ら
せ
や

Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
を
表
示
す
る
も
の

で
、
病
院
や
店
舗
・
駅
で
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
公
共
施
設
で
も
導

入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
設
置
は
、
伊
達
西
地
区

自
治
協
議
会
が
市
の
支
援
を
受
け

取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
伊
達
駅
、

伊
達
中
央
交
流
館
の
ほ
か
、
連
携

し
て
伊
達
東
地
区
交
流
館
と
伊
達

総
合
支
所
で
も
放
映
し
て
い
ま
す
。

各
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
紹
介
の
ほ
か
、
地
域
の
情
報
、

伊
達
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
が
放
映

さ
れ
、
施
設
の
待
ち
時
間
に
お
役

立
ち
情
報
が
手
に
入
り
ま
す
。
両

交
流
館
で
は
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
活
用
し
、

天
気
予
報
な
ど
ネ
ッ
ト
か
ら
の
最

新
情
報
も
表
示
さ
れ
ま
す
。

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
公
開
し
た
い
お

知
ら
せ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各

交
流
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
秋
オ
ー
プ
ン
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
の
伊
達
市
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
、
市
の
Ｐ
Ｒ
用

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
設
置
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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交流館 News

東地区交流館を小・中・高校生に開放！

伏黒・箱崎地区の小学生（４～６年生）・中学生・高校生

※ 小学３年生以下は保護者や高学年の児童等が付き

添って来てください。

月曜日～土曜日 （8月13～15日、日曜日は休館です）

小学生：午後 1時30分 ～ 4時30分まで 

中学生：午後 1時30分 ～ 5時30分まで

高校生：午後 1時30分 ～ 6時30分まで

※ 開放は午後のみ。空き室がないときは使えません。

① フォームまたは申込書で交流館事務室に申し込みます。

② 来館し会員証を受け取ります。(月～金 9:00～17:00）

③ 利用のときは、会員証を窓口に提出するだけです。

伊達東地区交流館 024-583-4646

夏
休
み
中
、
一
般
の
利
用

の
な
い
部
屋
を
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
み
な

さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。

学
習
や
遊
び
に
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
楽
し
く
利
用
し

ま
し
ょ
う
！

夏休み開放！

対 象

開放時間

利用の流れ

申込み

問合せ

右のＱＲコードのフォームから、または

交流館に備え付けの申込書で申し込み

利用は会員証を
ピッするだけ！
名簿記入が不要に

・在室状況が確認できる
ので保護者も安心です。

会員証を発行！

交流館のトイレは土足ＯＫ
泥汚れの靴はスリッパに履き替えて

● 伊達東地区交流館のトイレが、館の室内利用の人は

外履きの靴のまま利用できるようになりました。

● 東グラウンド利用の方などで靴に泥が付いている人

は、玄関でスリッパに履き替えてください。
・スリッパに履き替えるとき
は安全に注意してください。

https://forms.gle/8ELujehog2wm7GX8A
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プログラミング教室
ロボット

・フォームか電話で申し込み

・伊達東地区交流館

 024-583-4646

・対象：伊達東小 ４～５年生（定員：１２名）

・会場：伊達東地区交流館

７月３０日㊍・３１日㊎ 10:00～12:00

7
月
５
日
全
市
で
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
が
行
わ
れ
、
須
田
市
長

が
伏
黒
の
平
町
内
会
を
訪
れ
、
参

加
者
に
「
朝
早
く
か
ら
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
き
れ
い
な
地
域

を
み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
」
と

感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
福

島
県
の
河
川
愛
護
デ
ー
（
７
月
第

一
日
曜
日
）
に
合
わ
せ
河
川
や
街

中
の
一
斉
清
掃
を
行
う
も
の
で
、

伊
達
地
区
で
は
町
内
会
と
育
成
会

で
子
ど
も
も
一
緒
に
道
路
等
の
清

掃
を
す
る
地
区
が
多
い
で
す
。

平
地
区
で
も
こ
の
日
朝
6
時
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
約
50
人

が
参
加
し
て
、
地
域
を
め
ぐ
り
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

クリーンアップ作戦
7月5日 須田市長が平地区を訪問し感謝

子どもと大人がいっしょに清掃活動

川東地区の子ども見守り隊

の隊員を募集中です。

問合せ 伊達東地区交流館  583-4646

子ども見守り隊

チャレンジ Zoom

・あいさつや誘導などで、校外

の子どもたちの安全を見守る

活動です。

・時間の制限はありません。朝や夕方など

自由なスタイルで見守ってください。

・上着と帽子を貸与します。

・ボランティア保険に加入します。 朝6時、市長らが訪問し参加者に感謝

シルバーゲーム 教
室

テレビゲームを楽しみ
ながら脳トレしましょう!

● 定員：教室ごとに ２０名

● 対象：６５歳以上で旧伊達町内に居住の方

下記のいずれかに電話か窓口で申し込み

    伊達東地区交流館  024-583-4869

伊達中央交流館     024-551-1285

申

８月２２日㊏ 10:30～12:00
・会場： 伊達東地区交流館 ホール

９月１９日㊏ 10:30～12:00
・会場： 伊達東地区交流館 ホール

ボーリング・太鼓の達人、ぷよぷよ ほか

次
回
日
程

参加
無料

https://forms.gle/C5JFEdiVqqHvrjKZ7
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８
月
14
日 

㊎

午
前
10
時
20
分

～
10
時
35
分

・
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

４
歳
～
小
学
校
低
学
年

兄
弟
姉
妹
も
参
加
で
き
ま
す
。

８
月
９
日 

㊐

午
前
10
時
30
分
～
11
時

伊
達
市
立
図
書
館
・
親
子
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ

  

０
２
４‐

５
５
１‐

２
１
３
２

 

８
月
６
日 

㊌ 

10
時
～
12
時

２
０
０
円
（
飲
み
物
等
付
き
）

 

伊
達
東
地
区
交
流
館

 

伊
達
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

０
２
４‐

５
５
１‐

２
１
４
４

  

〈

第
十
一
話 

〉

猫
が
お
尻
を
な
め
る
と

何
が
起
き
る
？

天
気
予
報
の
な
い
時
代
、
人
々
は

経
験
や
観
察
で
生
ま
れ
た
「
こ
と
わ

ざ
」
を
頼
り
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

科
学
的
に
見
て
当
た
っ
て
い
る
も
の

も
多
い
の
で
す
が
、
中
に
は
「
は
て

な
？
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

伊
達
地
方
に
伝
わ
る
天
気
に
関
す

る
こ
と
わ
ざ
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

動
物

・
猫
が
草
を
食
べ
る
と
き
は
、
雨
に

な
る
。

・
猫
が
お
尻
を
な
め
る
と
き
は
、
雨

に
な
る
。

・
ト
ン
ビ
が
低
く
飛
ぶ
と
雨
が
近
い
。

・
ス
ズ
メ
が
夕
方
遅
く
ま
で
騒
ぐ
と

雨
降
り
と
な
る
。

・
ス
ズ
メ
が
水
浴
び
す
る
と
雨
。

・
カ
ラ
ス
が
巣
を
低
い
所
に
作
る
と

き
は
風
が
強
く
な
る
。

・
ス
ガ
リ
（
蜂
）
が
高
い
と
こ
ろ
に

巣
を
つ
く
る
年
は
雨
年
と
な
る
。

■ 

雷
・
風

・
雷
が
鳴
っ
た
ら
桑
畑
で
桑
の
葉
を

二
、
三
枚
頭
に
乗
せ
る
と
良
い
。

・
激
し
く
風
が
吹
く
と
き
、
鎌
を
竿

の
先
に
し
ば
っ
て
風
吹
く
方
向
に

向
け
て
立
て
る
と
、
茅
葺
き
屋
根

が
飛
ば
さ
れ
な
い
。

・
近
所
で
火
事
の
と
き
、
風
上
に
女

の
腰
巻
を
竹
ざ
お
に
結
ん
で
旗
の

よ
う
に
立
て
る
と
燃
え
移
ら
な
い
。

■ 

山
を
見
る

・
吾
妻
山
に
雪
が
三
回
降
れ
ば
半
田

山
に
雪
が
降
り
、
半
田
山
に
雪
が

三
回
降
れ
ば
里
に
も
雪
が
降
る
。

・
半
田
山
の
山
頂
に
四
月
末
ま
で
雪

が
残
る
と
五
月
に
は
霜
が
ふ
る
。

・
吾
妻
小
富
士
の
残
雪
が
ウ
サ
ギ
形

に
な
る
頃
に
は
遅
霜
は
ふ
ら
な
い
。 

■ 

不
思
議
な
言
い
伝
え

・
朝
早
く
、
箱
崎
の
愛
宕
山
へ
鐘
を

つ
き
に
登
る
と
、
阿
武
の
松
原
の

方
向
で
虹
の
泣
く
音
が
す
る
。

（
参
考
・
「
郷
土
の
研
究
」
第
13
号
・
昭

和
62
年
5
月
発
行 

／
伊
達
町
郷
土
史
研

究
会
伏
黒
部
会)

箱崎・伏黒 

歴史の冒険者
れきし の ぼうけんしゃ

８
月
の
川
東
地
区
の
〈
こ
こ
ろ

ほ
っ
と
カ
フ
ェ
〉
は
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
鑑
賞
会
。

か
き
氷
・
飲

み
物
・
茶
菓

子
も
ご
用
意

し
ま
す
。

 

心
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
（
東
）

だ
て
ガ
イ
ド

日場問 料

図
書
館
だ
よ
り

幼
児
・
小
学
生
低
学
年
向
け
の

お
は
な
し
会
を
開
催
中

・
み
に
み
に
お
は
な
し
会

０
～
３
歳

兄
弟
姉
妹
も
参
加
で
き
ま
す
。

問

し
り

く
わ
ば
た
け

は
ち

こ
し
ま
き

さ
お

か
や
ぶ

か
ね

に
じ

あ
た
ご
や
ま

あ

ぶ

ひまわり食堂
７月２９日
11:30 ～ 13:30

水

伊達ふれあいセンター
１階・多目的ホール

聖
光
学
院
生
の

聖光学院高校福祉探究コースの生

徒たちが学習の成果を生かした

「ひまわり食堂」が開催されます。

おそろいでおいでください。

北
福
医
療

セ
ン
タ
ー

伊達
中学校

阿
武
隈
川

こども無料 (高校生以下)

大人：３００円

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

場

図書館HP
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町内会訪問⑫

〈箱崎〉
 

中部町内会

町内会長・菅野與志昭さん

案内人

次号のお知らせ

はこふし次号は10月発行予定

編 集 後 記

▷  イオンモールの開店や伊達橋の再

開通、北福医療センターの完成が間

近に迫り、川東地区もいろいろあわ

ただしくなってきました。地域の将

来についてもみんなで考えることが

必要かもしれません。（佐藤）

▷ はこふし創刊は令和５年の7月。

本号で４年目に突入しました。記事

の情報はもちろんのこと、本紙の企

画についての提案もぜひお寄せくだ

さい。（冨田）

中
部
町
内
会
は
、
愛
宕
山
の
北

側
、
リ
ン
ゴ
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
桃

な
ど
の
果
樹
園
に
囲
ま
れ
た
、
静

か
な
農
村
地
帯
で
す
。

中
部
地
区
に
祭
ら
れ
る
小
神
社
、

毘
沙
門
様
と
小
牟
田
山
神
様
を
紹

介
し
ま
す
。
両
神
社
は
中
部
集
会

所
の
北
向
か
い
に
並
ん
で
い
ま
す
。

祭
ら
れ
た
時
代
は
不
明
で
す
が
、

社
殿
を
建
て
替
え
な
が
ら
明
治
以

前
か
ら
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

毘
沙
門
様
は
金
毘
羅
様
と
も
呼

ば
れ
る
福
の
神
・
火
防
神
・
蚕
神

で
す
。
２
月
下
旬
の
旧
暦
・
初
寅

の
日
と
前
夜
を
初
寅
祭
と
い
い
、

か
つ
て
は
男
衆
が
夜
を
徹
し
て
酒

を
飲
み
ま
し
た
。
翌
朝
は
甘
酒
が

振
舞
わ
れ
、
子
ど
も
は
飲
ん
で
か

ら
学
校
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

山
神
様
は
、
宮
城
県
美
里
町
に

あ
る
小
牛
田
山
神
社
が
本
社
で
す
。

中
部
の
山
神
様
も
本
社
同
様
に
奉

納
さ
れ
た
お
枕
を
借
り
て
腰
に
当

て
る
と
、
子
授
け
・
安
産
の
ご
利

益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
女
性
に
よ

り
長
く
崇
敬
さ
れ
、
今
も
参
拝
す

る
女
性
は
多
い
で
す
。

令
和
６
年
に
は
、
町
内
会
で
宮

城
の
小
牛
田
山
神
社
を
訪
問
し
参

拝
し
て
き
ま
し
た
。

両
神
社
で
の
集
ま
り
は
コ
ロ
ナ

禍
で
一
時
休
止
し
ま
し
た
が
、
現

在
は
旧
正
月
に
２
つ
の
神
社
同
時

に
祭
礼
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
部
地
域
も
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
空
き
家
も
増
え
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
会
員
は
46
戸
に
減
り
ま

し
た
が
、
神
社
が
見
守
る
集
会
所

で
行
う
元
気
体
操
に
は
多
く
の
町

内
会
員
が
集
ま
り
ま
す
。
協
力
し

て
元
気
で
長
生
き
で
き
る
地
域
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毘
沙
門
様
は
蚕
の
神
様

ち ゅ う ぶ

左(西側)が毘沙門様、右奥が小牟田

山神様のお社

伊
達
東
地
区
み
ん
な
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙

編
集
発
行
：
伊
達
川
東
地
区
協
議
会

▷
協
賛
：
伊
達
地
域
川
東
町
内
会
連
合
会

事
務
局
：

伊
達
東
地
区
交
流
館
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相 談 室スマホ

・伊達東地区交流館：

    毎月第１・２水曜日

水

予  約

相談内容

・伊達中央交流館：

   毎月第３・４水曜日

お
枕
を
借
り
て
安
産
祈
願

は
こ
ふ
し

第
13
号

２
０
２
６
年
夏  

  
  
  
 

７
月
23
日
発
行

〈はこふし〉に広告を載せてみませんか？

旧伊達町地区のほぼ全戸に配布・回覧されます。

地域密着の記事のため多くの住民

に目を通してもらえます。詳しく

はホームページをご覧ください。

問合せ 伊達東地区交流館  583-4646

「はこふし」広告募集中！
サイズ (mm) 料金

1/2段: 45 × 87mm 4,800円

1段: 45 × 180mm 8,000円

1ページ全面 38,400円

・年間４号分を事前予約した場合の

１号あたりの料金です。

び

し

ゃ

も

ん

こ

ご

た

は
つ
と
ら

今も小さな枕や人形

の奉納がある

こ

ん

ぴ

ら

び

し

ゃ

も

ん
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